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３月議会お知らせ号

立ち止って
見直しませんか

３年後、武蔵小金井駅南口駅前にツインタワー

組合施行の第二地区再開発が始まります。工事は2017

年２月１日～2020年５月（予定）。期間中は１日平均

30台～最大で250台の車両を想定。通学路の安全確保た

めの学校との協議はこれから行われます。

１月28日に説明会がありました。近隣市民との協議

の場で、組合理事長は出席の要望を、“忙しい”と

断ってきたことが判明。当日はアンケート用紙も

ありません。市民の声を聞く姿勢をもっと大切に、

より丁寧に対応していただきたいところ。

ビル風に大きな変化なし
風環境は、大きな変化は見られないという検証結果。

一方、「建ってみないとわからない」との答弁も。

現状でもビル風はきつく、懸念する市民の声は多い。

市民との協議や、検証結果が適切なのか、引き続き、

議会で注目、提案をしていきます。

（上図、下図：武蔵小金井駅南口第2地区市街地再開発組合HPより）
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どこに建てるの？福祉会館

2017年度予算には、建設検

討委員会の設置や、解体工事な

ど１億9612万７千円の関連経

費が計上。予算化は評価します

が、よりスピード感を持って進

めていただきたい。

え？
ホント！？

2017年度予算では

3億70万円
を投入

駅前一極集中ではなく、
地域が賑わうまちづくりを!!

「駅前一極開発」

女性や男性、性的少数者も
自分らしく暮らせる小金井に

▶市役所管理職や審議会における
女性比率の現状と目標達成の取り組みは

▶性的少数者も自分らしく
暮らせる小金井に

ゼロベースになった市長公約の「６施

設複合化」。その後、新庁舎と新福祉会

館は2021年度に竣工するということが

明らかになるも、福祉会館の建設場所や

代替施設はまだ示されていません。

子つえ坂 障がいのある人もない人も
地域で暮らせる小金井に

▶ 「障害者がともに生活する社会をつくる
小金井市条例（仮称）案」について

▶ 改めて！「りんくの店」の早期再開を

▶ 音声・点字の選挙公報の早期実現を

市民の活動場所や福祉売店

「りんくの店」がなくなった

影響は大きいため、代替施設

の確保は必須です。

2月7日は、市長報告の予定。

一般質問

2月6日（月）
10時頃から

の



~緑・市民自治こがねい 会派ニュース~

＜坂井えつ子 プロフィール＞
●1980年大阪生まれ。緑町に転入、現在は桜町在住。緑小、緑中、小金
井北高、日本大学法学部卒業。●2015年12月市議補選で当選。厚生文教
委員、行財政改革調査特別委員、広報協議会委員●国民健康保険運営協議
会委員、都市計画審議会委員●市民自治こがねい、全国フェミニスト議員

連盟、緑の党、市民自治をめざす三多摩議員ネットワークなどに参加。

このニュースは政務活動費で発行しています。 検索坂井えつ子

坂井えつ子 連絡先 中町4-17-11-1F

TEL：090-1796-7652

Mail：info@sakaietsuko.com

ご 見 ・
ご
感 想

寄
せ く だ さお

2017年度一般会計当初予算 市方針 保育園は
民設民営を進める
＠1月20日 行財政改革調査特別委員会

399億8200万円

3月26日は
市議選投票日

3月19日が告示で、24議席を

争います。１月21日の候補予

定者説明会の受付は31人でし

たが、多少の増が見込まれます。

2948万4千円新たな教育用ICT機器（小・中学校）

算予るな気

2058万9千円東京都の不登校児童・生徒支援モデル事業
子どもに関する

分野でさえ、「行

財政改革」の視点

で語られる今日。
「“登校支援”チーム」が設置されますが、学校復帰が一

番とは限りません。子どもを尊重した支援を！都の補助

金は２年のみで、その後市での予算措置は予定なし。ど

のようにスキルを活かすのかが課題。

学校に行くだけが全てではない

ICT機器は大人になってからで十分
ICT機器を利用したプログラミング公開授業に行きま

したが、機器使用の有効性は実感できず。機器の濫用

や、本に接する機会の減少を懸念。

坂井含め複数の議員からの要望

や陳情書のあった期日前投票所が

増設されます。

マロンホール（東小金井駅南口）

3月23日（木） 24日（金）

9：00～20：00

マロンホールでも

期日前投票

保護者への説明は、不安を

解消していける様にするとしてい

ますが、一方的な説明でなく、

意見を反映していくべき。

財源をうみだすのであれば、億

単位での歳出となる駅前開発

など大型事業の見直しが必要

です。

西岡市政
２年目！！ 2017年度施政方針

消えた「平和・人権」
新任務付与された自衛隊の海外派兵、原発事故避難者への住宅

支援打ち切り、障がい者施設での殺傷事件…平和・人権を取り

巻く環境が悪化する今、市としての姿勢は示し続けるべき。

「男女共同参画」の文言が入った！
昨年は、ひと言も入らなかった女性政策ですが、男女共同参

画の文言が入る。イクボス宣言も良いですが、政策充実も！

駅前大型開発は稲葉市政と変わらず

駅前一極集中の開発は、地元商店にダメージを与え、地域

コミュニティが弱まります。地域を活かすまちづくりを！

障がい者差別解消条例を制定中
昨年、施行された障がい者差別解消法。市でも、自立支

援協議会で、条例制定に向け協議を重ねています。より

多くの市民や当事者が関わることが重要です。

37万6千円障がい者差別解消に向けたリーフレット作成


